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１．不動ケ岡太田遺跡の概要（図１）

　不動ケ岡太田遺跡は成田市の南部、根
ね

木
こ

名
な

川に

よって形成された谷津の西岸、標高約 36 ｍの台地

上に位置する。令和６年度から調査が始まり、令和

７年度の第３次調査まで発掘を行った。調査の結果、

奈良・平安時代の集落を検出し、四面廂付掘立柱建

物跡や、鉄
てっ

鉢
ぱつ

形土器などの仏教色の強い遺構・遺物

を検出している。

　谷津を挟んだ北東約 500mには、今回同時に調査

を行った不動ケ岡橇
そり

田
た

Ⅰ遺跡が所在し、先行する集

落の一端を見ることができる。

２．周辺の環境と遺跡（図２）

　不動ケ岡太田遺跡の周辺は、多くの谷津による複

雑な地形が形成されている。古代において、この谷

津を利用した津が造られ、印旛沼・手賀沼・霞ヶ浦

に連なる、通称「香取の海」は水運交易の要衝とし

て用いられていた。奈良・平安時代においては、こ

の「香取の海」を用いた水運のほか、現在の国道

51 号に沿うような形で造られていた、旧東海道に

より物流や人々の行き交いがされていたものと考え

られている。本遺跡の周辺は、この両方を利用する
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うえで最適な地であったと考えられる。

　本遺跡と同様に、四面廂付掘立柱建物跡を検出し

ている遺跡として、郷
ごう

部
ぶ

・加
か

良
ら

部
べ

遺跡（Loc15）と

山
やま

口
ぐち

遺跡（Loc20）、大
おお

袋
ぶくろ

小
こ

谷
や

津
つ

遺跡がある。郷部・

加良部遺跡は、現在の加良部台公園の北東に位置し

ていた遺跡であり、８世紀前半から９世紀末にかけ

ての集落である。出土遺物には多くの墨書土器があ

り、「寺」や「新寺」「忍保寺」といった寺に関連す

る特徴的なものが多い。この寺が、検出された四面

廂付掘立柱建物跡を指すことは間違いないと思われ

る。

　山口遺跡は、現在の成田市中台小学校の周辺に展

開した、８世紀中頃から９世紀末にかけての集落で

ある。特徴として、掘立柱建物跡の約１世紀にわた

る変遷を見ることができる。遺物も郷部・加良部遺

跡と同様、寺に関する墨書土器が多く、「寺成」「忠

寺」「延忠」といったものが出土している。

　大袋小谷津遺跡は、現在の公津の杜の北側に位置

する遺跡である。後述する大
おお

袋
ぶくろ

腰
こし

巻
まき

遺跡とともに、

地域の中心的集落であったと考えられている。ここ

でも、四面廂付掘立柱建物跡を検出しているが、仏

教に関連すると思われる遺物の出土はない。そのた

め、寺院と断定することはできないが、例としてこ

こで挙げておく。

　本遺跡に最も近い大規模集落として、現在の公津

の杜周辺にある大袋腰巻遺跡や JR成田駅の西側に

広がる囲
い

護
ご

台
だい

遺跡群がある。

　大袋腰巻遺跡は７世紀末から９世紀中葉にかけて

営まれた集落であり、本遺跡から約 1.5㎞の位置に

ある。奈良・平安時代の竪穴住居跡を 238 軒、掘立

柱建物跡を 134 棟検出し、当時の中心的集落である

と考えられる。

図２　不動ケ岡太田遺跡周辺遺跡地図図２　不動ケ岡太田遺跡周辺遺跡地図
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　囲護台遺跡群は７世紀中葉から 10 世紀にかけて

営まれた集落であり、古墳時代後期の竪穴住居跡を

205 軒、奈良・平安時代の竪穴住居跡を 261 軒、掘

立柱建物跡を 37 棟検出している。墨書土器の出土

が多く、「寺社」や「寺」「酒杯」などが出土している。

　これらの遺跡のほかに、現在の成田市はなのき台

にある、台
だい

方
かた

下
げ

平
べ

Ⅰ・Ⅱ遺跡があげられる。両遺跡

は、印旛沼に注ぐ江川により樹枝状に開析された台

地上に位置している古墳時代中期後半から９世紀後

葉にかけての集落である。両遺跡合わせると、古墳

時代中期後半から後期にかけての竪穴住居跡が 346

軒、奈良・平安時代の竪穴住居跡が 333 軒、掘立柱

建物跡が 207 棟である。

　遺物は、畿内産土師器や威信財と考えられる帯金

具など多様な遺物が出土している。

　より広範に目を向けると、本遺跡の北西方向には、

栄町の龍
りゅう

角
かく

寺
じ

古墳群や、埴
は

生
にゅう

郡
ぐん

衙
が

と考えられる大
おお

畑
はたけ

Ⅰ遺跡・向
むこう

台
だい

遺跡が印旛沼に面して所在している。

南方に目を向けると、二
に

彩
さい

碗
わん

や三
さん

彩
さい

陶
とう

枕
ちん

を出土した

酒々井町・富里市の尾
お

上
がみ

木
き

見
み

津
つ

・駒
こま

詰
づめ

遺跡がある。

　また、奈良・平安時代（８世紀中葉）で唯一の瓦

葺きで基壇を有する寺院である長
なが

熊
くま

廃
はい

寺
じ

と、有力首

長の本拠地であると考えられる高
たか

岡
おか

遺跡群が佐倉市

に所在する。

　以上のほかにも、本遺跡は多くの遺跡が所在して

いる地域にあり、古代から多くの人々が暮らしてい

た場所であったことが分かる。

３．印旛地域における仏教伝播の流れ

　現在の印旛地域への仏教伝播の様子がうかがえる

寺院として、７世紀第３四半期頃に県内で初めに建

立された寺院と考えられる栄町の龍角寺や、７世紀

末に建立された印西市の木
き

下
おろし

別
べっ

所
しょ

廃
はい

寺
じ

が初期寺院と

して挙げられる。

　その後、８世紀前半には佐倉市の長熊廃寺が成立

するなど、拠点的な寺院の建立が見られる。

　８世紀後半には、周辺地域にも広がり、小規模な

寺院の成立が見られるようになる。また、８世紀第

３四半期頃からは、仏教関連遺物の増加がみられる

ようになる。これは、国分寺建立の詔（741 年）が

出されたことが、その要因の一つであると考えられ

るだろう。先述した郷部・加良部遺跡、山口遺跡が

営まれたのもこの時期である。

　８世紀末から９世紀になるとさらに広範に仏教関

連遺物の出土が見られ、最盛期を迎えることとなる。

４．検出した遺構についての詳細

　本遺跡の調査で検出した、竪穴住居跡は合計で

21 軒、掘立柱建物跡は２棟である。尾根状となっ

ている台地の中央部に集中しており、およそ８世紀

前半から９世紀末にかけての集落であると考えられ

る（図３）。中でも特徴的な第３次調査における１

号住居跡と、四面廂付掘立柱建物跡について、考察

を交えながら紹介していく。

（１）第３次調査　１号竪穴住居跡（図４）

　四面廂付掘立柱建物跡を検出した地点の北側に位

置しており、長辺が 4.0 ｍ、短辺 3.9 ｍの方形を呈

している。堆積はかく乱によりわずかに荒れていた

ものの、遺構としての残りは非常によく、柱穴や周

溝、カマド部を明確に確認することができた。特筆

すべきは、掘り進めていくうちに、炭の検出が住居

の全面で確認できたことであろう。炭化した柱が全

面から放射状に検出しており、住居中心部からは屋

根材と思われる炭化した植物も出土している。

　遺物は住居の南東隅から出土した鉄鉢形土器が特

徴的であり、仏教関連遺物として非常に貴重である。

また、鉄鉢形土器の下からは火打ち金を出土してい

る。火打ち金に関しては、火打石を伴ったものを住

居内からもう１点出土している。火打ち金は、単独

出土であると仏教関連遺物として断定できないが、

今回１軒の住居跡から２点出土していることから仏

教関連遺物として判断した。

　その他の遺物に関しても、そのほとんどは床面直

上からの出土であることや、煤の付着する遺物が多

かった。

　これらの状況を見てみると、本住居跡は鉄鉢形土

器や火打ち金という仏教関連遺物が出土しているこ
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土器・土製品

金属製品

石・石製品

とからも、仏事に関連する人物が使用した空間で

あったことが考えられるだろう。また、炭の検出状

況は焼失した状況を表している。遺物の遺存状況や

煤まみれの遺物は突然の出来事を表しており、失火

により住居内のものを外へ持ち出す間もなく焼失し

たのだろう。

（２）四面廂付掘立柱建物跡（図５）

　本遺跡を特徴づける遺構が四面廂付掘立柱建物跡

である。掘立柱建物跡に廂がついた建物跡であり、

通常の掘立柱建物跡の周りに、さらにもう１周柱穴

図３　不動ケ岡太田遺跡地形図・遺構配置図図３　不動ケ岡太田遺跡地形図・遺構配置図

図４　不動ケ岡太田遺跡（第３次）１号竪穴住居跡図４　不動ケ岡太田遺跡（第３次）１号竪穴住居跡
　　　平面図・遺物出土状況　　　平面図・遺物出土状況
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図５　不動ケ岡太田遺跡（第３次）　掘立柱建物跡　平面図図５　不動ケ岡太田遺跡（第３次）　掘立柱建物跡　平面図

がめぐることが特徴の遺構である。

　奈良・平安時代における掘立柱建物跡は、それま

での時代と異なる点として、仏教関連の施設の可能

性を考慮しなくてはならない。これは６世紀半ばに

仏教が伝来して以後、全国に伝播し、奈良時代には

国分寺建立の詔が出されることからも、推測できる

ことである。本遺跡周辺でこのような四面廂付掘立

柱建物跡を検出しているところは少なく、先述した

郷部・加良部遺跡、山口遺跡や大袋小谷津遺跡で検

出しているのみである。

　今回検出したものは、身
も

舎
や

が３間×２間、廂部が

５間×４間である。郷部・加良部遺跡と山口遺跡で

検出したものと比べると、柱の掘方形状は円形ない

し不整円形で、廂部の掘方が身舎部に比べて浅いと

いう特徴が一致している。山口遺跡に関して言えば、

規模も同等である。

　また、建物の横にもう１棟掘立柱建物跡を検出し

ている。この建物は２間×２間で四面廂付掘立柱建

物跡と軸が合うように建てられているように見え

る。そのことから、付属施設であることも考えられ

るが、詳細は想像の域を出ない。

　また、四面廂付掘立柱建物跡を挟んだ反対側にも、

掘立柱建物跡として組み合わせられる可能性のある

土坑を検出している。しかし、廻るように検出して

いないことから確証を得ることはできない。

　検出した四面廂付掘立柱建物跡は、本調査区内で

最も標高の高い位置にあり、寺院を中心とした集落

形成がされていたものであると考えられる。

５．仏教関連遺物について

　仏教関連遺物を出土している遺跡は、本遺跡の周

辺に多く所在し（表１）、遺跡分布（図６）をみると、

この地域一帯での仏教関連遺物の出土が多いことが

わかる。本遺跡からはそれほど多くないが、関連す

ると考えられる遺物を数点出土している。

・墨書土器

　本遺跡からは、「宗」や「仟」と書かれた墨書土

器が出土している。「仟」に関しては、山口遺跡で

も同様に出土している。また、「榮」と書かれた墨

書土器も出土している。これは明らかに文字を認識

して書かれており、達筆である。酒々井町の飯
いい

積
づみ

原
はら

山
やま

遺跡からは「栄信」と書かれた墨書土器が出土し

ており、僧侶の名前であると考えられている。断定

はできないが今回出土した「榮」も人名である可能

性がある。

　このように、共通した文字の出土はあるが、直接

仏教に関連すると思われる「寺」と書かれた墨書な
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どは見つかっていない。周辺遺跡の例を見ると、先

述した郷部・加良部遺跡、山口遺跡、囲護台遺跡群

をはじめ、中
なか

台
だい

遺跡、郷部・堀
ほり

尾
お

遺跡、外
そと

小
こ

代
だい

遺跡、

久
く

能
のう

高
たか

野
の

遺跡、野
の

毛
げ

平
だいら

植
うわ

出
だし

遺跡、大
おお

袋
ぶくろ

台
だい

畑
はた

遺跡、飯
いい

仲
なか

金
かな

堀
ほり

遺跡で「寺」関係の墨書が出土している。

　しかし、中心的集落であったと考えられる大袋腰

巻遺跡からは、「寺」に直接関係する墨書土器の出

土はなく、代わりに「神」関係の墨書土器の出土が

見られている。このことについては、ここで深く述

べることはできないが、中心集落と一般民衆とで、

明確に宗教観に差異があった可能性も考えられるだ

ろう。

　本遺跡については、中心集落からほど近いという

立地であることからも関連が考えられる。共通点と

して、本遺跡では「 山
王

」と書かれた墨書が出土して

いる。これは、大袋腰巻遺跡でも出土しており、ま

た佐倉市の高
たか

岡
おか

大
おお

山
やま

遺跡からは多数出土している。

このほかの周辺遺跡では出土しておらず、本遺跡が

中心集落との関係を持っていた可能性の一因として

考えられることであろう。

・鉄鉢形土器

　口径約 20㎝、高さ約 10.5㎝の須恵器である。仏

鉢とも呼ばれるこの土器は、比
び

丘
く

六
ろく

物
もつ

と呼ばれるも

のの一つで、もともとは仏及び僧・尼が護持する食

器であった。これが日本に渡ってきたときに、仏前

に供物を盛る供膳具として用いられるようになった

と考えられている。今回出土したものもその一種で

あると考えられるだろう。時期は共伴している遺物

から８世紀末～９世紀初頭と考えられる。

　周辺遺跡では、郷部・加良部遺跡、山口遺跡、中

台遺跡、大
おお

袋
ぶくろ

山
さん

王
のう

第２遺跡、飯
いい

田
だ

町
ちょう

南
みなみ

向
むかい

野
の

遺跡から

出土している。いずれも８世紀後半から９世紀前半

にかけてのものと考えられることから、時代的な共

通点もあるだろう。

・火打金と火打石

　火打金は９世紀の『令
りょうの

集
しゅう

解
げ

』のうち「軍防令」の

規定において、兵士のうち 50 人に１人は必ず携行

しなければならないという条文があることから、仏

教関連遺物であることは断言しにくいものである。

しかし、今回の住居跡から出土した火打金は２点で

あり、そのうち、先述した鉄鉢形土器の下から１点

出土している。仏事に用いられたとすれば、住居内

から２点出土していることは考えられるだろう。

　火打金と一緒に火打石も出土している。石材はメ

ノウであり、火打石として使われる石である。この

２つが共に出土したことは、それだけ遺物の遺存状

態が良く、当時の使用状況が見られる状況であるこ

とがわかるだろう。

６．不動ケ岡太田遺跡の全体像

　本遺跡は住居跡全 21 軒のうち、８世紀後半から

９世紀前半にかけての住居跡が７軒と最も多く、続

いて９世紀前半から中頃の住居跡が５軒、８世紀中

頃の住居跡が３軒であり、それ以外は散逸している

という検出状況である。このことにより、本遺跡は

８世紀後半から９世紀前半を中心に、８世紀中頃か

ら９世紀中頃の約 100 年にかけて営まれた集落だと

考えられる（図７）。

　この年代は先述した郷部・加良部遺跡や山口遺跡

とも同時期であり、大規模集落である大袋腰巻遺跡

や囲護台遺跡群とも時代的な重なりがある。特に、

同様に四面廂付掘立柱建物跡を検出している山口遺

跡と郷部・加良部遺跡とは関連性があるものと考え

られるだろう。

　郷部・加良部遺跡と山口遺跡、そして本遺跡は半

径約２㎞圏内という近さで所在している。その南方

には大袋腰巻遺跡が、北方には囲護台遺跡群が所在

している。大袋腰巻遺跡や囲護台遺跡群が中心的集

落と考えると、その周囲に仏教施設を建設したこと

になる。集落内には建てず、その外側に造った理由

まではわからないが、明確な祭祀空間と、居住空間

を分けて暮らしていたものであると想像することが

できるだろう。

　いずれの遺跡も８世紀後半から９世紀前半にかけ

てが最盛期であり、10 世紀にはほとんど消失して

いる。このことは、地域の中心的集落がほかの場所
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表１　周辺仏教関連遺物出土遺跡一覧表１　周辺仏教関連遺物出土遺跡一覧

図６　仏教関連遺物出土遺跡一覧地図図６　仏教関連遺物出土遺跡一覧地図

遺跡名 時代 仏教関連の時期 仏教関連遺物 仏教関連墨書土器

山口遺跡 ８世紀後半～９世紀 ８世紀後半～９世紀 土師器鉄鉢形土器
「寺成」「寺」「忠寺」
「□／寺返ヵ」「佛」
「仟／寺」

郷部・加良部遺跡 ８世紀第２四半期～９世紀第
３四半期 ８世紀後半～９世紀 須恵器鉄鉢形土器、瓦塔「忍保寺」「大寺」「新寺」「寺」

中台遺跡 ６世紀第３四半期～９世紀後半 ９世紀第２四半期 須恵器鉄鉢形土器、瓦塔
郷部・堀尾遺跡 ８世紀前半～９世紀 ９世紀前半 「寺」

外小代遺跡 弥生時代後期古墳時代前期
８世紀前半～ 9世紀後半 「寺ヵ」

久能高野遺跡 ８世紀後半～９世紀後半 ９世紀第２四半期～後半 「桑田寺」「寺」「□
（寺ヵ）／井」

囲護台遺跡群 ６世紀前半～ 10 世紀 ８世紀第４四半期～９世紀初頭 瓦塔 「寺」「寺杯」「寺社」
野毛平植出遺跡 ８世紀中葉～ 10 世紀後半 9世紀前半 「手寺」
大袋山王第 2遺跡 ６～９世紀 ９世紀 土師器鉄鉢形土器

大袋台畑遺跡 ８世紀第２四半期 ８世紀第２四半期 「赤男 ( 界 ) 寺」「赤
寺・崎寺」「□寺」

飯仲金堀遺跡 ８世紀第３四半期～第４四半期 ８世紀第３四半期 奈良三彩托 「寺ヵ」

飯田町南向野遺跡 ８世紀中葉～９世紀中葉 ８世紀末～９世紀初頭 ロクロ土師器鉄鉢形土器
２点

千葉県文化財センター研究紀要 18 より抜粋・加筆
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図７　不動ケ岡太田遺跡住居変遷一覧図７　不動ケ岡太田遺跡住居変遷一覧
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へ移り、それに伴って仏教施設も役割を終えたもの

と考えることができるだろう。

７．まとめ

　ここまで、本遺跡の調査成果をもとに、周辺遺跡

との関連とその特徴を紹介してきた。ここで、本遺

跡における四面廂付掘立柱建物跡が寺院であるとい

う根拠３つを以下に記す。

①四面廂付掘立柱建物跡の特殊性

　・周辺で例の少ない四面廂付掘立柱建物跡である

　・台地上で最も高い場所での検出

②同集落内での仏教関連遺物の出土

　・仏教関連遺物である鉄鉢形土器の出土

　・火打金を複数出土という特殊例

③同時期の遺跡との関連

　・�山口遺跡、郷部・加良部遺跡と同時期、同様の

遺構と出土遺物

　・�墨書土器「仟」「榮」は、仏教関連施設・仏教

関連遺物を検出・出土した遺跡と同様の出土遺

物

　以上により、本遺跡は寺院を持つ集落という性質

を持っているものと考える。

　本遺跡は寺院を持つ小規模集落であり、寺院を中

心とした集落形成がされていたものと考えられるだ

ろう。また、中心的集落である大袋腰巻遺跡、高岡

大山遺跡の墨書土器と同様のものを出土したことは

一考の余地があるだろう。

　このことにより、地域一帯における本遺跡の役割

がより明確に解明されていくことを期待したい。
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図版１　墨書集合写真図版１　墨書集合写真
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